
発行責任者 :代表 中村和男

創
立
二
周
年
記
念
講
演

「古
文
書
が
語
る
江
戸
時
代
の
庶
民

―
多
摩
の
古
文
書
を
読
む
―
」

法
改
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
　
教
授

馬
場

憲

一
氏

八
王
子
学
園
都
市
大
学
い
ち
ょ
う
塾
主
催

の
無
料
公
開
講
座

「古
文
書
が
語
る
江
戸

時
代
の
庶
民
―
多
摩
の
古
文
書
を
読
む
―
」

が
、
講
師
に
法
政
大
学
大
学
院
教
授
馬
場

憲

一
氏
を
お
迎
え
し
て
四
月
十
九
日
、
八

王
子
市
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー

・
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
昨
今
の
古
文
書
ブ
ー

ム
を
も
た
ら
し
た
地
方
史
研
究
の
歩

み
と
戦
後
の
歴
史
学
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
戦
後
の
民
主
主
義
導
入
に

よ
る
影
響
や
中
央
か
ら
地
方
へ
の
歴

史
研
究
姿
勢
の
変
遷
と
い
っ
た
観
点

か
ら
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
本
題
に
は
い
り
、
古
文
書

に
見
る
多
摩
の
庶
民
の
暮
ら
し
と
し

て
、
①
綱
代
家
文
書

「年
貢
皆
済
状
」

天
和
二
年
五
月
作
成
　
②
川
幡
家

文
書

「宗
門
人
別
改
帳
」
寛
保
三

年
九
月
作
成
　
③
小
室
家
文
書

「御

当
番
名
前
帳
」
天
保
八
年
二
月
作

成
　
④
高
幡
山
金
剛
寺
文
書

「本

山
拝
借
金
返
済
延
期
願
書
」
文
政

四
年
九
月
作
成
　
⑤
小
島
家
文
書

「
小
島
日
記
」
嘉
永
七
年
正
月
～
二

月
作
成
に
つ
い
て
の
解
読
お
よ
び
解

説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
古
文
書
保
存
の
現
状
と
課

題
と
し
て
、
歴
史
資
料
保
存
利
用
機

関
連
絡
協
議
会
の
設
立
や
公
文
書
館

法
が
制
定
さ
れ
る
経
緯
の
解
説
と
、

公
文
書
以
外
の
地
方
文
書
の
保
存

へ
の
取
り
組
み
が
弱
い
な
ど
の
指
摘
が
あ

り
、
最
後
に
市
民
の
主
体
的
な

「地
域

史
」
研
究
の
発
展
に
よ
っ
て
伝
統
文
化
の

継
承
が
図
ら
れ
て
い
く
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

一一
　

ま
ず

中

村
和

男
代

表
よ

り
活
動
報

一
告
、
並
び
に
２
０
１
４
年
度

予
算

の
趣

〓
旨
説
明
、
そ
し
て
松
原
良
子
幹
事
よ
り

一
２
０
１
３
年
度
会
計
報
告
が
あ

り
ま
し

牢
た
。
次
に
新
役
員
体
制
の
発
表
お
よ
び

″
２
０
１
４
年
度
の
活
動
大
綱

（新
規

活

」
動
と
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
準

一
備
が
あ
る
）
が
諮
ら
れ
、
全
議
題
満
場

“

一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●

，
　

そ
の
後
、
小
林
正
博
顧
間
よ
り
今
後

れ
の
目
標

（
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
は
解
読
か

“
ら
解
釈
う

な
ら
び
に
来
賓
紹
介
が
あ

，
り
、
八
王
子
市
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部

長
の
天
野
克
己
氏
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
後
に
馬
場
憲

一
先
生
か

ら
古
文
書
研
究
会
へ
の
励
ま
し
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
て
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

貴
会
に
寄
せ
て

八
王
子
市
教
育
委
員
会

教
育
長

坂
倉
　
仁

本
市
で
は
基
本
構
想
・基
本
計
画
『
八

王
子
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２
』
に
お
い
て
、

「市
民
が
つ
な
が
る
生
涯
学
習
」
を
施
策

に
掲
げ
、
ま
た

『
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
』

で
は

「市
民
と
地
域
が
主
役
の
生
涯
学

習
　
～
こ
の
街
で
ま
な
ぶ
　
い
か
す

つ
な
が
る
～
」
を
基
本
理
念
と
し
て
生

涯
学
習
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。学

習
意
欲
を
持
つ
市
民
の
皆
さ
ん

１

に
、
身
近
で
質
の
高
い
学
習
機
会
の
提

供
を
行
う
八
王
子
学
園
都
市
大
学
い

ち
ょ
う
塾
は
、
今
年
開
講
１
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
「学
園
都
市
大
学
古
文
書

研
究
会
」
は
、
い
ち
ょ
う
塾
で
の
古
文

書
の
解
読
を
通
じ
て
出
会
っ
た
方
々
を

中
心
に
結
成
さ
れ
た
研
究
会
で
あ
り
、

会
員
の
皆
様
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学

習
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
学
習
意
欲
、
自
発
性
、

継
続
性
は
、
本
市
の
生
涯
学
習
の
基
本

理
念

「ま
な
ぶ
　
い
か
す
　
つ
な
が
る
」

の
よ
き
実
践
例
で
あ
る
と
教
育
行
政
に

関
わ
る
者
と
し
て
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
貴
会
の
学
習
活
動
と
会
員
交
流

が
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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